


































































































































































































































































































ル晟,p.83.ジユネットはここで、クロー ド エー ドモンド:マニーの『アメリ
カ小説時代』(1948)におけるハメットとカミユとジェイムズ 。ケインとの類
似性についての指摘を参照しています。同書には『小説と映画―一アメリカ小
説時代』中村真一郎訳、講談社、1958や『アメリカ小説時代―一小説と映画』
三輪秀彦訳、フィルムアー ト社、1993などの日本語訳があります。
VOir GENET「E,No“″α
“` iSCO″
/s′″′
`cFち
op.cit,,pp.84-85.
Voirめ′,83.
(『長いお別れ』『さらば愛しき女よ』などの清水 〔俊二〕の訳文には、生き生
きとしたリズムがあるし、そこはかとないロマンテイシズムが醸したされてい
144
る。そこが日本でチヤンドラーが人気をよぶ原因でもあるがヽしかしそれこそ
がまさに、清水チャンドラーの弊害てもあるのだ〉(池上冬樹「 ″清水チャン
ドラー ″の弊害について」〔1995〕小森収編『ミステリよりおもしろいベスト・
ミステリ論 18』宝島社新書、2000、192頁)。
(10)河野多恵子『小説の秘密をめぐる十二章』文藝春秋、2002、174頁。
(11)GENEl‐1し,ル″ツ′α″あσο″rs′レ′
`σ
′,op.dt"P75.
(12)一人称の徹底が、かえつて「他者問題」を引き寄せてしまうという逆転につ
いては、早くも石上三登志が「女嫌いの系譜、または禁欲的ヒー ロー論」(1972。
『男たちのための寓話』すばる書房盛光社、1975所収。当該論考は小森編前掲
書で読めます)で指摘していますが、ハードポイル ドのホモツーシヤルな世界
は、物語論的技法によつて支えられながらも、結局無傷なままで継承されるこ
とは不可能でした(小野俊太郎「ジャンル小説の文法一一ハードポイルドをめ
ぐつて」斎藤美奈子編『男女という制度』所収、岩波書店 《21世紀文学の創
造》7、 2001を参照)。
(13)漫画や映画では、言語による語りとは「視点」のありようが大きく異なつて
います。主人公の死後も、特定の視点を借りずに (それとも古典的に「神の視
点」をとるというべきてしようか)(伝達行為は容易に、シームレスになされ
ます。言葉による語りでもそれは可能ですが、そのような視点の解放ないしシ
フトの瞬間、テクス トの手触りが大きく変つてしまうのです。この点でく深作
欣二の映画『バ トル・ロワイアル』と比較されるべきは、たとえば永井豪の漫
画『真夜中の戦士』てしようか。そういえばこの永井作品には、「きさまなん
かに将棋のコマにされた者の心がわかつてたまるか一つ !」という台詞があり
ます。
(14)高見広春『バトル・ロワイアル』(1999)下、幻冬舎文庫、2002346‐9頁参
照。
(15)近年ではホラー 小説の読者共同体がこれを追つています。時代小説やファン
タジー やロマンス小説のばあいは、このような論争は目立ちませんが、そのぶ
ん強力な「政治的無意識」に支配されているようです。
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